




 



はじめに 

 
本報告書は、新潟大学 災害復興科学センターが、「次代の災害復興モデルの構築」を目指して、

新潟県と共同で実施してきた研究成果をまとめたものである。新潟大学は、それまで学内の研究

室や研究者単位で実施されてきた、被災地における支援活動を、さらに総合的・系統的に実施し

「災害復興学」という学問体系に結実するために、平成 18（2006）年 4 月に、全学組織である災

害復興科学センターを設立した。センターの設立を契機に、「新潟県との共同研究プロジェクト」

を立ち上げ、わが国の防災にとって新しい課題である中山間地域災害の復興過程について、科学

的に解明し、次の災害に備えることを目的として、3 年間にわたって活動してきた。 
 
平成 16（2004）年 10 月 23 日 17 時 56 分、土曜の夕方、新潟県中越地方を最大震度 7 のゆれ

が襲った。震源の深さは 13km、地震の規模は M6.8、新潟県中越地震の発生であった。また、本

震発生後 2 時間の間に 3 回の震度 6（弱が 1 回、強が 2 回）、地震発生日に計 164 回の有感地震、

翌 24 日も計 110 回の有感地震を観測、その後も余震が続き、被災地は不安な日々を送った。中

山間地域を含む被災地では甚大な被害が発生し、多くのコミュニティが被災した。新潟県全体に

与えた衝撃は大きく、新潟県は「新潟県中越大震災」と命名し、全県をあげて対応に臨んだ。 
 
「日本のふるさと」の原風景を有する中山間地域の被災を受けて、全国の平均レベルから見て、

高齢化率が高く人口減少が進むコミュニティがどのように動いたのか、行政の支援はどのように

機能したのか。被災地の歩みと悩みを研究者・研究機関の視点として描き、 
次世代に向かって発信することが本報告書の目的である。 
 
これまで新潟大学の調査研究に協力いただいた被災地の皆様に心よりの御礼を申し上げたい。

またプロジェクトの活動を支えていただいた新潟県に感謝申し上げたい。 
 
本報告書の試みが、今後の中山間地域災害からの減災・復興対策の一助となることを切に願っ

ている。 
 

平成 22 年 3 月 
新潟大学 災害復興科学センター長 

仙石 正和 
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